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中央新幹線品川・名古屋間の工事実施計画（その１）の概要 

 

１．区  間    品川・名古屋間 

 

２．駅の位置    品川駅       （併設：東京都港区港南） 

          神奈川県（仮称）駅 （新設：神奈川県相模原市緑区橋本） 

          山梨県（仮称）駅  （新設：山梨県甲府市大津町字入田） 

          長野県（仮称）駅  （新設：長野県飯田市上郷飯沼） 

岐阜県（仮称）駅  （新設：岐阜県中津川市千旦林字坂本） 

名古屋駅      （併設：愛知県名古屋市中村区名駅） 

 

３．車両基地の位置 関東車両基地（仮称）（新設：神奈川県相模原市緑区鳥屋） 

中部総合車両基地（仮称）（新設：岐阜県中津川市千旦林） 

 

４．線路延長    ２８５．６ｋｍ 

 

（構造物種別） 

     ト ン ネ ル：２４６．６ｋｍ（約８６％） 

高 架 橋： ２３．６ｋｍ（約 ８％） 

          橋 り ょ う： １１．３ｋｍ（約 ４％） 

路 盤：  ４．１ｋｍ（約 ２％） 

 

５．線路の概要   最小曲線半径  ８，０００ｍ 

          最 急 勾 配  ４０‰    

          軌道中心間隔  ５．８ｍ以上 

 

６．工事費     ４兆 １５８億円 

（現時点での総工事費は５兆５，２３５億円（車両費を含む。山梨リニア実験線既

設分は除く。）） 

 

７．完成予定時期  平成３９年 

 



 
 

 

 

中央新幹線線品川・名古屋間（延長 285km605m）工事費予算書  

項 目 金 額 備 考 

 

用 地 費 

路 盤 費 

橋 梁 費 

隧 道 費 

軌 道 費 

停 車 場 費 

車庫・検査修繕施設費 

諸 建 物 費 

電 灯 ・ 電 力 線 路 費 

通 信 線 路 費 

運 転 保 安 設 備 費 

防 護 設 備 費 

連 絡 設 備 費 

電 車 線 路 費 

発 電 所 ・ 変 電 所 費 

千円

 ３４２，０４０，０００

  １１０，０９０，０００

 ２９２，２００，０００

１，６２１，９６０，０００

  ７２４，３６０，０００

  ５２０，６００，０００

３，７８０，０００

１８５，５９０，０００

 

小 計 ３，８００，６２０，０００  

工 事 用 建 物 費 

工 事 用 機 械 費 

工 事 附 帯 費 

９７０，０００

１３，６３０，０００

２００，６００，０００

 

小 計 ２１５，２００，０００  

計  ４，０１５，８２０，０００  

車 両 費  

合 計 ４，０１５，８２０，０００  

１km 当たりの工事費 

（車両費を除く。） 
１４，０６０，０００

 

※ 消費税は含まない。 

※ 現時点での総工事費：５，５２３，５５０，０００千円（車両費を含む。山梨リニア実験線既設分は除く。） 
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